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１ はじめに 

近年，うつ病患者数は増加傾向にあり[1]，う

つ病は発症前のケアが重要である．抑うつ状態

では，一般的に感情の表出が乏しくなり，他者

への共感性に影響を及ぼすことが知られている．

自身の潜在的な精神状態を専門医療機関を介さ

ずに評価・可視化できれば，うつ病の早期予測

に繋がり，うつ病への有効な事前対策になると

考えられる． 

本研究では，基本 6 感情の描かれた絵画を用

いて鑑賞時の顔表情から感情を解析し．他者へ

の共感性を可視化する方法を提案する．他者へ

の共感性を定量的に評価し，提案手法の有効性

について検証する． 

 

２ 方法 

  本研究では，絵画を遷移させながら表示し，

絵画鑑賞時の顔表情を撮影するシステムを構築

する．表情解析には，face-api.js[2]を使用し，

1 秒毎の感情の遷移を記録する．実験対象者は健

常学生 6 名(男性 4 名、女性 2 名)とする．絵画

遷移手順を以下に記す． 

(1) 被験者はノイズキャンセリング機能を搭載し

たイヤホンを装着し，実験中は外部の音の

影響による表情の変化を防止するためホワ

イトノイズを流す． 

(2) 最初に白背景の中央に十字が描かれたクロス

マーク画像を 15秒間表示する． 

(3) 次に、様々な表情が描かれた人物画 (図2)を

1 枚あたり 15 秒間ずつ表示する．各人物画

間には、クロスマーク画像を表示し，合計

180 秒間の撮影を行う．経過時間毎の表示画

像を図 1に示す． 

 

 
図 1：経過時間毎の表示画像 

 
図 2：各感情の絵画[2-5] 

 

３ 結果 

解析した男性 4 名(M1～M4)，女性 2 名(W1,W2)

の感情の遷移を図 3 に示す．図 3 より，被験者

M1 では，悲しみの絵画が表示されている時に被

験者の表情から悲しみの数値が大幅に増加して

おり，被験者 M3，M4 では，喜びの絵画が表示さ

れている時に、被験者の表情から喜びを検出し

ていることが確認できる．しかし，被験者 M２で

は，クロスマーク画像へ切り替わる瞬間に驚き

を検出しており，Ｗ2 では，不規則な間隔で怒り

を検出するなど，共感ではなく，別の感情を検

出した． 

 

４ 考察 

喜びの絵画と悲しみの絵画を表示した際，被

験者から同じ感情が検出されたことから，他者

への共感性の定量的評価を行う場合は，喜びか

悲しみの表情が描かれた人物画が有効であると

考えられる．また、表示された絵画の感情とは

別の感情が検出されている理由は、絵画を鑑賞

時のリアクションの小ささが原因であると考え

られる．今回用いた，表情解析 AI では，些細な

表情の変化を読み取るだけでは，誤った感情が

検出される可能性があり，AI の改良が今後の課

題である． 
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図 3：被験者６名の感情の遷移 

 

５ まとめ 

本研究では，基本６感情の表情が描かれた絵

画の鑑賞時の表情の解析を行った．今後は，絵

画に描かれる人間の年齢や性別などを変化させ，

より効果的に共感性の定量的評価を行える絵画

や測定方法について検討していく． 
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